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　　　　　　　1　珊妙肘施0㈱α伽と〈文化奴隷制＞

　Ishmae1Reed（b1938）のF1敏㍑o　Cα〃α伽（1976年初版刊）には、「文化奴

隷制」（‘‘a　cu1tura1s1avery’’67）樹立に暗躍する新興成金Yankee　Jackが登場す

る。rポカホソタスより洗練されr霧の乙女』号より頑丈で教養豊かなエスニッ

クタソサー」Prmcess　Quaw　Quaw　Tra1ara1araを妻に持つ悪徳資本家は、逃亡

奴隷やアメリカ先住民のため解放区建設に尽力する。自他共に許す「善良な海賊」

であるジャックは、Wi11iam　Wordsworth（1770－1850）を愛読する文人でもある

（1931）。こうした人物造型には、マイノリティ文学を搾取する白人批評界に対す

る郡楡が込められている。南北戦争で敗北を喫する「アメリカのアーサー王信奉

者たち」（96）は、少数民族をマイクロフィルムや研究書に記録保存すると称し

ながら、ついにはその民族性を記念切手や硬貨の絵柄に閉じ込めてしまう。すな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ｛トル「イ｝’レドわち彼らr封建主義者」は、鞭やライフ1レをペソに持ち替えるや、戦いの場を

‘‘the　poetry　fie1d’’（1141）に移してr政治運動」（‘‘a　po1itica1movement’’）なら

ぬ「詩運動」（‘‘a　poetry　movement’’96）に躍起となっているのである。

　さて、奴隷解放宣言から3年経っても逃亡を続ける奴隷詩人Raven　Qu1cksk111

は、エリー湖上を行く蒸気船でW1111am　We11s　Brown（1814－84）に遭遇する。

　　“．．．I　read　your　nove1αo〃and．．．I　just　want　to　say，Mr．Brown，that

　　you’re　the　greatest　sat1r1st　of　these　tmes　　　I　　we11，my　poem‘F11ght

〔43〕
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to　Canad．a’1s　go1ng　to　be　pub11shed1n肋〃α〃α〃地ozωIt　kmd　of1m1tates

your　sty1e，though　rm　sure　the　cr1t1cs　are　gomg　to　g1ve　me　some　kmd　of

white　master．A　white　man．They’11say　that　he　gave　me　the　inspiration　and

that　I　mode1ed1t　after　h1m　But　I　had　you1n　m1nd　　　’’（121）

「（略）あなたの小説『クローテル』を拝読いたしました・…・・これだけは申し上げたい

のです、プラウソさん、あなたが当代随一の言風刺家だってことを（略）このわたし…

・わたしが書いた「カナダヘ逃亡」という詩余『曇意あ地詳誘』に載るんです。あな

たの文体を少し真似てあるんですが、批評家は十中八九ちょっとした白人主人をわた

しに押し付けるつもりなんです。白人の大物をね。その人からイソスピレーショソを

受げて、その人に傲って詩を作ったって言うんです。ほんとはあなたのことが頭にあ

ったんですけど（略）」

この避這場面から、クイックスキルが1853年にロソドソで出版されたαo幼oκ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレfヴ・ナラティヴ
τ加P㈱肋〃も1）伽g肋θプを手本としつつ詩作していること、そして奴隷体験記

に特有な諏刺を認知しない白人批評界を非難していることが判る。彼らは、少数

民族の文化的独自性が白人作家にとって芸術的イソスピレーショソとして機能す

るに過ぎないと評価してきた。こうした文壇事情には、いつか非白人に取り囲ま

れてしまうのではないかという白人に特有な深層心理がある。あるイソタビュー

の中でリードは、これをr入植者パラノイア」（‘‘‘Sett1er　Paranoia’’’）1と呼んで

いる（Watkms608）。このように奴隷制撤廃後次第に純化してゆく複雑巧妙な

＜文化奴隷制＞をリードは間題視する。一方、少数民族は、歴史的に異なる文化

や宗教を常に意識させられてきた。それゆえに彼らは、多かれ少なかれ多文化主

義の立場を取らざるを得なかったのであろう。人物と動機に一貫性が欠如した不

合理な語りや暖味な結末、そして相容れないプロットを並置するなど、リアリス

ムを否定するリードは、自己の語りの＜奴隷＞になることをも拒絶する。こうし

た多文化的要素を備えた小説形式は、1860年代の奴隷制よりもはるかに狡捨な現

代の＜文化奴隷制＞への危機意識の産物なのである（Wa1sh62）。

　このような＜文化奴隷制＞拡大の寓話であるω61θTo〃ゲ30α脇∫oれ五ぴθ

舳o〃g伽工oω抄（1852）を書き換えながら、リードは奴隷体験記という表現形

式を軌道修正する。「生きたまま埋葬された文明の予言者」（‘伽ψ〃げαo舳’

zακo〃6〃フ棚α伽’’10）と評されるEdgarA11anPoe（1809－49）を手始めに多種

多様なテクストに言及するこの小説は、いわばリード版アフリカ系アメリカ文学
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史の観を呈している。また作中詩篇に‘‘I　am　a　nat1ye　mmd／Bareback　back－

wards　through／a　wood　of　words”（123）とあるように、奴隷詩人と一緒に読

者は、初期アフリカ系アメリカ文学の「言葉の森」2へと後ろ向きに戻ってゆく

ことになる。かくしてクイックスキルは、奴隷体験記形式に基づく自己の言説を

マスターしようとするのだ（Schδpp268－69）。

　そもそもアフリカ系アメリカ文学においてパロティや調刺は顕著な文学形式で

あった。Freder1ck　Doug1ass（1818－95）らの奴隷体験記の感化を受けたHarr1et

Beecher　Stowe（1811－96）は、1850年9月に逃亡奴隷法を可決した連邦議会へ

の強い不信感から先の反奴隷制小説を執筆し始める。このアメリカ文学史上未曾

有のベストセラーに摘かれた黒人造型への異議申し立てとしてダグラスは、

吻61θτo舳も0α脇公刊から丁度1年後に歴史小説τ加肋κo北S1舳を世に問

う。3このような文学史的経緯を背景にF1敏㍑o　C伽α肋においては、奴隷体験

記の再解釈が試みられている。しかも黒人間題に共に深く関与したリソカソとケ

ネティ両大統領の暗殺場面を重ねる手法に明らかなように、62万人を越える戦死

者を出した南北戦争の1860年代と、1960年代の杜会的動揺を符号させるように
ア十クロニズム

時代錯誤が用いられ、米国杜会における＜文化奴隷制＞蔓延に警鐘が鳴らされる

のである。

　　　　　　　2　二律背反テクスト／脱中心の黒人表象

　〃舳6o〃励o（1972）のPapa　LaBasは、「アメリカに関する鋭い洞察に満ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂモクラシィ
た観察」（209）をなし得るのは、アメリカ民主主義の生みの親と言われるA1ex1s

de　Tocquev111e（1805－59）のようなヨーロッパ人や、R1chard　Wr1ght（1908－60）

やJames　Ba1dwin（1924－87）といったヨーロッパ滞在経験のあるアフリカ系ア

メリカ人ではないかと思い至る。そして銃撃やリソチの場面を捕らえた写真や絵

画の中で、黒人が暴力的r中心から遠さかりながら」rその中心を見つめている」

ことに注目している（図1，2）。

Ionce1eafedthroughaphotobookabouttheWest．Iwasstruckbyhowthe

Wh1tesf1gured　mthe　center　ofthephotos　and　dIaw1ngswh11e　B1ackswere

centr1fuga11y　d1stant　The　center　was　usua11y　v1o1ent　gunf1ghtmg1ynch1ng

murder1ngtortur1ng　The　B1ackswereusua11y，1f1twere　an1nter1or，stand1ng

m　the　doorway　D1ggmg　the　center（〃㈱6o〃励o209－！0，下線引用者）
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私は以前西部に関する写真集をめくっていたことがある。驚いたのは、白人がいつも

写真や絵の中心にいて、黒人は中心から離れて立っていることである。中心はたいて

い暴力的な場面で、拳銃の撃ち合い、リソチ、殺人、拷問など。黒人は、それが屋内

写真だとしても、たいてい戸口のところに立っているのだ。中心を見つめながら。

図1 図2（〃1㈱必o〃舳60210）

鰯1

この脱中心的黒人像は、白人作家が描く印象的な黒人脇役にも当て嵌るのではな

いだろうか。例えば、‘‘Benito　Cereno’’（1856）に登場する、鎮圧されるや口を

嘆む奴隷叛乱の首謀者Baboが思い浮かぶ。女主人の謎めいた死に方に関して一

切何も語ることなく姿を消す庭師兼料理人のTobe（‘‘A　Rose　for　Em11y’’）も、

ストーリィの中心をじっと見つめながらも、その中心から遠ざかる人物である。

Wedidnotevenknowshewassick；wehad1ongsincegivenuptryingtoget

any　mformat1on　from　the　Negro　He　ta1ked　to　no　one，probab1y　not　even　t0

her，for　h1s　v01ce　had　grown　harsh　and－rusty，as1f　from　d1suse（Fau1kner

19）

エミリーが病気だということさえ我々は知らなかったし、その黒人から何らかの情報

を得ようなんてとうに諦めてしまっていた。黒人は誰とも口をきかなかったし、ひょ

っとすると女主人とさえ話したこともないのでないか。その証拠にその男の声は、長

　　　　　　　　　　　　　　　　　しわがい問使わないでいたかのように、耳障りな要れ声であった。

こうした「中心から遠ざかる」黒人像は、米国映画〃〃G榊〃To舳肋3（1991）

の中で白人女性を見守る忠実な黒人女性が、白人同様には当人の経歴や生活はつ

まひらかにされぬまま、白人世界に埋め込まれながら＜黒さb1ackness＞が立ち

fig.14.05.01.pdf
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現れる構図と同質ではないだろうか（Gray170）。ヴァージニア州の大農園主
　　　　　　　　　　　　ハ市ス・ニカ’1
Arthur　Swi11eが所有する屋敷奴隷のUnc1e　Robinは、リアリティから踏み出し

て理想だけを追求するNat　Tumer（1800－31）のような英雄奴隷は結局の所リア

リティを変更するには至らないと灰めかす。そしてロビソは、有害なコーヒーメ

イトを奴隷の母乳だと偽って主人に毎朝2ガロソも差し出したり、ついには遺言

状を改憲したりする。このようなアフリカ系アメリカ人に歴史的に割り当てられ

てきた「中心から遠ざかりながら」「その中心を見つめる」という被抑圧者に特

有な周縁性が、奴隷制の権カシステムを内側から突き崩してゆく。

Dressed－1n　h1s　robes，Sw111e　reaches　out　h1s　hand，wh1ch　embraces　a　w1ne－

g1ass．Unc1e　Robin　wa1ks　over　to　the　spirits　cabinet，retums　and　pours　him

a　gob1etfu1，goes　back　to　his　p1ace．Unc1e　Robin　knows　his　p1ace－his　p1ace　in

the　shadows（19）

礼服を着たスウィルが片手を伸ばし、その手がワイソグラスを握りしめる。アソクル・

ロビソはキャビネットヘ歩を進め、主人に酒を注ぎ終わると自分の持ち場に立ち戻る。

アソクル・ロビソは身の程を心得ているのだ一人目につかない自分の居場所を。

　一方、スウィルの信頼厚き簿記係であったクイックスキルは、ダグラスの最初

の白伝ル舳肋θげ伽ムψゲ〃θ6召1倣1）o〃9Zα83，ルλ舳7肋〃8Z舳，附肋〃妙

亙伽8ψ（1845）に触れながら、「科学技術以前で理性以前以後の時代における最

強の事物である読み書き能力」（‘‘L1teracy，the　most　powerfu1th1ng1n　the　pre－

techno1ogica1pre－post－rationa1age”35）から自由への逃走という必然的帰結を

以下のように説明する。

Rayen　was　the　first　one　of　Swi11e’s　s1aves　to　read。，the　first　to　write　and　the

f1rstto　run　away　MasterHugh，the　bane　of　Freder1ck　Doug1ass，sa1d，“Ifyou

g1ve　a　n1gger　an1nch，he’11take　an　e11If　you　teach　hm　how　to　read一，he’11

want　to　know　how　to　wI1te　And　th1s　accomp11shed一，he’11be　rum1ng　away

w1th　hmse1f”Master　Hugh　cou1d　ha▽e　taught　Harr1et　Beecher　Stowe　a

thing　or　two．（14）

レイヴァソはスウィルが所有する中でも最初に読み書きを習得し、そして真っ先に逃

げた奴隷である。フレデリック・ダグラスにとって悩みの種のヒューのだんながこう

言ったことがある、「黒んぼのわがままをちょっとでも許すと、ますます付け上がっち
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　　まう。読み方を教えてやると、今度は書きたいとぬかす。この仕込みが終わるや、自

　　分自身を持ち逃げするって寸法だ。4」ヒューのだんなもハリエット・ビーチャー・ス

　　トウにこんな大事なこと教えてやればよかったのに。

　　　　　オープソ・レター
ところが、公開書簡の形式を踏襲する巻頭詩「カナタヘ逃亡」は自由獲得を講じ

る手立てでありながら、新聞広告に載った顔写真は逃亡奴隷手配書の役目を果た

してしまう。かくして10節72行から成るこの詩は、自由への逃走を危険に晒す二

律背反テクストとなる。最終スタソザにおいて詩人はrあれはわたしが入れて置

いた殺鼠斉し／あなたのオールドクロウの中に」（‘‘That　was　rat　poison　I1eft／in

your01d　Crow’’5）と主人殺害の段取りを自慢げに詠う。ところが、リソカソ

と会見中のスウィルがこのオールドクロウに手を伸ばしたとき、南軍兵士の狙撃

弾が酒瓶を粉々にしてしまう（30）。このストレート・バーボソはポウの詩
　おおがら寸
「大鴉」（‘‘The　Raven”1845）を連想させるし、14歳で天折した妹V1v1anはス

ウィルに‘‘　　Out　m　my　sepu1cher　by　the　sea　By　the　grey　d1sma1seaaaaa’’

　　　　　　　　　　　　　　　　　もじ（135）と‘‘Anabe11Lee’’（1849）を擾りながら死後の婚姻を迫るのだ。5恐れ戦
　　あとずさ
いて後退りするスウィルは、暖炉の火に「喰われて」しまう（137）。ことほどさ
　　　　　　　　　　かたきやく
ようにこの作中詩は、仇役であるスウィルをあざ笑うと同時に、読み手のみな
　　　　　　　　　けむらず原作者までをも煙に巻きながら思考させるのだ。6

　一緒に逃亡したStray　Leechf1e1dは自分を買い戻そうとするが、7黒人奴隷は

r誘拐されて」アメリカに強制連行されたのであってr財産ではない」（74）と

クイックスキルは反論する。また「言葉が世界を作り上げてきたし、言葉はまた

世界を破壌することもできるんだ」（‘‘‘Words　bu11t　the　wor1d　and　words　can　de－

stroy　the　wor1d’’’81）という詩的言語の二面性は、ライフルを手に暴力革命を夢

想する40sには理解されない。詩はr書きものというより読みもの」（‘‘刎oκゲα

舳伽g肋伽α鮒肋〃g’’7）だと回想する詩人は、「詩は知ること」（‘‘Poetry　is

knowing’’104）だとも言う。すなわち「その世界の内側に閉じ込められた幾多

の秘密」（‘‘30舳榊8θo肋s　Zoo冶θ〃郷肋桃ωo〃’’7）を読み解かぬかぎり、詩

人もまた奴隷制と自由が不確定であることを理解できないのである（Monsma
86－87）。スウィル邸を相続したロビソは「あんまり自由ばかり多すぎると左まミ

らになっちまう。喧嘩せにゃならんものが何にもないと。さあ、自由と筒なじで

カナダっていうのも気の持ちようじゃなかろうか」（‘‘Too舳o乃伽θ∂o舳舳加8

ツo〃Zα2γ1Vo肋加9玄oガ9ゐた　肌仏∫g吻58Cα〃α冴α，1狛θカθ〃o舳，ゐα8加加qブ刎加♂’’
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178）と一人こちる。この真理をクイックスキルが理解するのは、r大昔の治療師

が用いた手順を踏み、誰にも盗まれないようストーリィを自分のものにするやり

方で、アソクル・ロビソの物語を執筆する」（11）ためにスウィノレ邸に帰還後の

ことである。

　　　　　　　　　　　　　プラックホール
　　　　　3　燃え尽きし黒い穴wr拙ngの限りなき可能性

　さて、リードが目論む改訂版奴隷体験記とは、易者占いや解釈の機能を備え「精

神的束縛や心理的足伽に対抗する」（‘‘aga1nst　sp1ntua1bmd1ng，psycho1og1ca1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　うたshack1mg’’‘‘F11ght’’270）「奴隷たちの詩」（88）のことである。

Free　Qu1cksk111thought　about1t　A　freedom　wr1ter，never　agam　threatened

w1th‘‘Gmny’’H1s　poems　were‘‘read1ngs’’for　hm　from　h1s　mner　se1f，wh1ch

knewmoreabouthエsfuturethanhed1d　Wh11eothershadthe1rtarotcards，

the1r　ou1〕a　boards，the1r　I－Ch1ng，the1r　cowr1e　she11s，he　had　h1s‘‘wr1tmgs”

Theywereh1sbows　and．arrows　Hewas　so　much　aga1nsts1averythathehad

begun　to　mc1ude　prose　and　poetry1n　the　same　book，so　that　there　wou1d　be

no　arb1trary　boundar1es　between　them　He　preferred　Canada　to　s1av’ery，

whether　Canada　was　ex11e　death，art，11berat1on，or　a　woman　Each　man　to

h1s　own　Canada　　And　so　for　hm，freedom　was　h1s　wntmg　H1s　wr1tmg

was　h1s　HooDoo　Others　had　the1r　way　of　HooDoo，but　h1s　was　h1s　wr1t1ng

It　fascmated　hm1t　possessed　h1m，h1s　typewr1ter　was　h1s　d－rum　he　danced

to．（88－89）

フリー

自由。クイックスキルは、奴隷制を認めないことに思いを巡らす。ヴァージニアの輩

に二度と脅されない、苫苗作豪；彼が書いた詩は彼にとって内面の自己からの「読み

もの」であり、本人より本人の未来をよく知っているのだ。タロットカード、ウィー
　　　　　　　ぜいちく　　　こやすがい
ジャの占い板、簸竹、子安貝の貝殻などを手にする者もいるが、クイックスキルには

「書きもの」がある。彼にとっては弓矢のようなもの。彼は奴隷制にあまりに強く反

対しているうちに同じ本に散文と韻文を取り込み始めてしまい、両者の問に気まぐれ

な境がなくなることがよくある。クイックスキルは奴隷制よりカナダを選んだのだ、

カナダが亡命、死、芸術、解放、好きな女のいずれであろうとも。その人なりのカナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ1」一ダムダがあるってわげだ。（略）それゆえ、彼にとって自由とは書くことなのだ。書くこ

とは彼にはフードゥー教である。他の人にはその人なりのフードゥー教の流儀がある
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のだが、彼の場合は書くこと。この考えにクイックスキルは魅せられ取り愚かれてし

まう。タイプライターは、その音に合わせて踊る太鼓なのだ。

奴隷体験記作家は、作家権威を疑う白人に対する回避し難い反動として歴史話法

を選択せざるを得なかった。以来ドキュメソタリィ作家の側面を継承するアフリ

カ系アメリカ人作家は、虚構話法を用いて起こりそうもない出来事が真実である

と確信させ、白人読者の歴史的直感を動揺させ始める。こうして、一般に事実と

考えられている歴史リアリティヘの懐疑を読者に芽生えさせ、書かれていない事

実に基づく虚構テクストが作り上げられる。一例として、反奴隷制ヒロイズムの

シソボルとしての潜在能力にも拘わらず、権威ある奴隷体験記にするだけの事実

が不明であった、1841年のクリオール号奴隷叛乱が挙げられよう。ダグラスは叛

乱首謀者Mad1son　Wash1ngtonを取り上げ、白人奴隷制廃止論者の独白と生き

残った航海士の証言というドキュメソタリィ手法を用いて丁加Hθプ0北S肋θを

創作した。この歴史小説には事実の虚構化という矛盾を孕んだ初期アフリカ系ア

メリカ文学の源流が確認できる。してみるとクイソクスキルが作品冒頭で発する

‘‘肌加焔伽8伽〃鋤〃α〃6伽ガo〃Z舳θ蝋’’（10）という謎めいた問い掛けは、

アフリカ系アメリカ人作家らが抱き続けてきた創作上の最大の関心事を物語って

はいないだろうか。

　歴史に照らしてアフリカ系アメリカ人には何ら非はなく、彼らが抱える間題は

歴史力学の結果であるという見解は、黒人を取り巻く問題を抽象化してしまう。

この危機意識の下〃㈱ろ0〃肋0で企図されたのは、新聞記事や写真という記録

資料を駆使しながら、従来の20世紀アメリヵ（黒人）史を書き換えることであっ

た。歴史記述において書き手の政治意識が記述内容に大きく影響するのは自明で

あり、前作では、このような自民族中心主義に立った歴史解釈が試みられている。

それから判断すると、「自由作家」のクイックスキルが散文と韻文を混清する手

法は、異なる歴史観を提示して奴隷制の価値体系を告発する奴隷体験記の対抗文

化戦略を踏襲していると言えるのではないだろうか（Fo1ey397）。

　帳簿係として奴隷購入記録を破棄したり通行証や解放文書を偽造するレイウァ

ソや、失読症の主人に代わって読み書きを手伝うロビソに見られるように、＜書

くこと＞は奴隷制という白人価値体系への対抗手段となっている。「言葉に魔法

を掛けてくれ」（13）とクイックスキルに依頼するロビソは、遺言改竃によるス

ウィル農場め別世界化という、言葉による魔術を実践する。言い換えれば、＜書
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くこと＞によって＜個人財摩persona1property＞から＜財産を所有する個人

propertied　person＞への変貌が可能だということなのである。クイックスキル

が繰り返し言及する「書かれたもの」には、そういう単純ではあるが実は成しが

たい、アフリカ系アメリカ文学に内在する本質的問題が込められている。そして

盗まれぬようにストーリィは＜個人財産＞ではなく、＜共有財産＞となるべきな

のだ。それゆえ〃g〃玄o　Cα伽肋という小説は、レイヴァソのストーリィである

と同時にロビソの物語でなくてはならない（Rushdy123－24）。

　ところで、Wa1t　Wh1tman（1819－92）とともにホワイトハウスに招かれたクイ

ックスキルは、本のタイトルが人問性を獲得するのに費やされた100年余りに思

いを巡らす。その簸難辛苦の歳月は、＜奴隷＞という＜もの＞に貝乏められた人間

の怒りを辿る、アフリカ系アメリカ文学史と呼んでもよいのではないだろうか。

Book　t1t1es　te11the　story　The　or1gma1subt1t1e　for0伽Z召τo刎もC肋z〃was

‘‘The　Man　Who　Was　a　Thing．”In1910appeared　a　book　by　Mary　White

Ovmgton　ca11ed肋ゲα1レ肋〃0ver　one　hundred，years　after　the　appearance　of

the　Stowebook，丁肋〃血勿肌乃o　C舳〃ル1，byJohnA　W1111ams，was　pub－

11shed－Qu1cksk111thought　of　a11of　the　changes　that　wou1d　happen　to　make　a

‘‘Thmg’’1nto　an‘‘I　Am’’Tons　of　paper　An　At1ant1c　of　b1ood　Repressed，

energy　of　anger　that　wou1d　form　enough　sun　to1ight　a　so1ar　system．A

bumt－out　b1ack　ho1e　A　cosm1c　s1ave　ho1e（82）

　　　　　　　　いきさつ
本のタイトルでその経緯がよく分かるものだ。ωoZθTol＾Cα脇の最初のサプタイ

トルは‘‘The　Man　Who　Was　a　Thing”であった。1910年には肋ゲα肋〃8と称する

Mary　White　Ovingtonの書物が登場する。ストウの本が出て100年以上も経って、

John　A．Wi11iamsの丁加〃伽肌乃oα棚∫λ榊が出版された。クイックスキルは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんぺんぱんか“Thing”が‘‘IAm”に変わるまでに生じたであろう千変万化に思いを馳せる。数ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんびソに及ぶ紙。大西洋を満たすほどの流血。太陽系を照らすに充分な天日を生み出す、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラ・リクホール
押さえ込まれた怒りのエネルギー。燃え尽きし黒い穴。広大無辺の奴隷穴。

この何もかも吸い込んでしまう＜あなくら＞のイメージは、Jean　Toomer（1894－

1967）の戯曲‘‘Kabn1s’’（1923）に登場する、寡黙な元黒人奴隷が住むThe　Ho1e

と呼ばれる地下室や、Invisib1e　Manが落ち込むマソホールを連想させる。見え

ない人問が落ち込んだ＜あなぐら＞が暗示するのは、エリソソが黒人同胞ではな
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くKar1Marx（1818－83）やS1gmund　Freud（1856－1939）の思想家や、モタニス

トのT．S．E1iot（1888－1965）やイマジストのEzra　Pound（1885－1972）の詩人

から黒人である自己に関する多くを学んだという自家撞着であるという指摘があ

る（Davis490）。クイックスキルは、暴力に満ち溢れたアメリカからの脱出を図

るプリソセス・クォウクォウに向かって、封建思想に囚われ母国アメリカをr半

野蛮な国」と呼んで毛嫌いするパウソドとともに、アーサー王伝説を信奉し続け
　　　　　　　　　　　　　7イリシャーキソグ
た国籍離脱者エリオットを「浦島太郎」（104）だと批判する。＜歴史＞の内側に

も外側にも居場所を見出せなくなった見えない人問は、地下世界において「スズ

メバチに刺されて眼以外のあらゆる部分を麻痒させられたカケス」（556）のよう

にじっと眼を光らせているしかない。‘‘Dua11smmra1phe111son’sm▽1s1b1eman’’

という詩篇の中でリードは、エリソソのキリスト教的二元論が行き着く閉塞状況

を辛辣に郡楡する　　“1am　outs1de　of／h1story1w1sh／1had　some　peanuts，1t／

1ooks　hungry　there　m／1ts　cage／1am　ms1de　of／h1story1ts／hungr1er　than1／

thot’’（Co〃舳50）。こうした二元論は、桂冠詩人A1fred　Temyson（1809－92）

が『国王の牧歌』（助〃8げ伽K㈱g，1859）でアーサー王伝説を詠うがことく
かいぴゃく

「開閾以来最も麗しき文明」（‘‘‘伽〃燗㍑〃伽αガo〃伽8舳θ鮒8ゐo㈹〃ψo〃”）

と胸を張る奴隷所有者とr悪魔の王国」（‘‘‘Sα肋必Kz〃功o肋”10）としか思えぬ

黒人奴隷との問に見られる二極分離と本質的に違わないのではないか。しかもこ

の背後には、野蛮か文明かの違いを決定するのは時の権力者だと豪語するヤソ

キー　ジャックの権力志向が渦巻いている（149）。

　Char1es　R　Johnson（b1948）によれは、奴隷体験記には「罪から救済」「奴

隷の身分から自由への進歩」、さらに「無知から叡智、非存在から存在へと向か

うほほ理想的な進展」が認められ、その起源は、北アフリカ生まれの「黒人初の

哲学者」Saint　Augustine（354－430）による信仰告白に探ることができるとい

う。gさらにジョソソソは、奴隷体験記の豊かな可能性を＜穴掘り＞比楡を用い

て以下のように指摘する。

It　is　perhaps　safe　to　conjecture　that　the　S1aye　Narratiye　proper　whist1es　and

hums　w1th　th1s　h1story，to　say　noth1ng　of　the　nmeteenth－century　p1caresque

nove1and－story　ofmamers，and．a11amodem　wr1ter　need　d．01s　d1g，d1g，d1g－

ca111t　spad－ework－unt11the　form　surrenders1ts　d－1verse　secrets　However，

th1s　ho1e1s　very　d．eep，the　archaeo1og1ca1work　s1ow　　　（0肋θ〃z昭丁α1θ
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ユーリタソの歪んだ意志力」（51）を継承するAhab的人物としてEbenezer　Fa1con船長

を登場させて、『白鯨』（1851）を「批判的に解釈」する。

　2丁加捌gSθα（1940）の中でLanguston　Hughes（1902－67）は、ターナーやタクラスや

白人奴隷制廃止論者John　Brown（1800－59）らの功績をr時という灰暗い小径を照らす明

るい炎の如き精神に吹き寄せる風のような言葉」（“a　w1nd　of　words　fammg　the　br1ght

f1ameofthesp1r1tdownthedark1anesoft1me”310）に警えている。

　3アフリカ系アメリカ小説を育てる揺藍の役目を果たすのは皮肉にもωoZθTα桃Cα脇

であった、当時ロソドソ在住の奴隷体験記作家ブラウソもダグラス同様αo〃の中で

ω61θτo〃＾0α脇を書き換えている（拙稿「B1ackSamカ）らMasterSamへ」43－48）。

　4〃㈱加榊∫ゲ肋o冶肋θプび〃舳（1885）では常套句“Giye　a　nigger　an　inch　and　he’11

take　an　e11”が、自由になった暁には貯金して妻子を「購入」するか、それが叶わぬなら「窃

盗」すると語る逃亡奴隷Jimの大胆不敵にHuckが驚く場面で用いられる（124）。

　5南北戦争の火種を残すことになるカンザス・ネブラスカ法（1854）を糾弾するE1ymas

Payson　Rogers（1815－61）の政治調刺詩“The　Repea1of　Missouri　Compromise　Consi－

dered’’（1856）の抜粋にも「アナベル・リー」の振りが“And1et　their　burying　p1aces　be／

Upon　the　coast　bes1de　the　sea”（65）に確認できる（cf　Sherman174－81）。

　6「カナダヘ逃亡」の解釈に関しては、拙稿「南易糸走喜蕎寿を読み解く」を参照。

　71901年に公刊された奴隷体験記吻〃o榊S肋仰の中でBookerT．Washington（1856－

1915）は、南北戦争後没落した主八に金銭的援助を惜しまぬ元奴隷や、自分を買い戻す「約

東」（“his　word’’）を守り通した解放奴隷を紹介している（14－15）。

　8肋ゲα〃6〃は、アフリカ系アメリカ人が教育、住居、収入の面で差別されている実態

を報告する先駆的著作である。タイトルの本意は、前世紀初頭のニューヨークに住む黒人

が能力ではなく機会均等において＜半人前＞の扱いしか受けていないという告発にある。

なおウィリアムズの丁加〃舳㎜乃o0伽〃λ舳が出版されたのは1967年のこと。

　9自己信頼と現世的成功に伴う精神救済を描くλ〃砂λ060〃〃ψ伽ムψ，E柳伽κθ3，

乃伽θZ8，α〃Go功θZ工αろo㈱ゲGθo蝦θ凧肋6，伽λ抑舳．冊肋〃妙H麦㈱ψα〃Rωク∫θ6妙

α〃伽ゴ（1810）は、マスターテクストと奴隷テクスト混清の転機を成す。こうした精神

的自己点検（宗教体験）から19世紀中葉のダグラスやプラウソらの奴隷制に関わる政治的

発言に変化するにつれ、語り手である逃亡奴隷は奴隷制廃止論という制度内言語を用いて

しか自已表現できなくなってしまう。蹟罪を経て道徳的に純粋になろうとする白人杜会の

意図を反映して、奴隷解放は解放奴隷の杜会的平等を意味せず、奴隷体験記というジャソ

ルもまた文学的平等を勝ち得なかった。しかしながら奴隷体験記の文学的独自性は、奴隷．

廃止論者がコントロールするナラティヴ形式には収まり切らぬ、紋切り型と支離減裂、リ

アリズムと感傷主義、多様性と同一性、オリジナリティと模傲、自叙伝とメロドラマの混

在にある（Sekora490，510－11）。
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